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ROAT とは？
・ 「次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
学術機関リポジトリ構築連携支援事業 平成
20-21年度委託事業 （領域2）」で提案の「機
関リポジトリ評価のための基盤構築」で構築し
た「機関リポジトリアウトプット評価システム
(Repository Output Assessment Tool)」の略
称
・ 代表機関: 千葉大学 / 連携機関： 北海道大
学, 東北大学, 金沢大学,  大阪大学
ROAT プロジェクト
・ 機関リポジトリのアクセス・ログに対して一定
の基準による処理を行い，標準的なアウト
プット指標が出力できる環境の構築
・ アウトプット指標を基にした機関リポジトリの
評価を各機関が自主的かつ簡便に行える環
境の構築
・ アウトプット評価の実現に向けた，機関リポジ
トリ構築のためのガイドラインの策定
ROAT の機能
・ 機関リポジトリのアクセス・ログから検索エン
ジンの情報収集のためのアクセスやダブルク
リックなどによる重複アクセスを除去
・ 統一的な基準でのアクセス・ログの処理によ
るアウトプット指標の標準化
・ 各機関でインストールを必要としない ASP 的
なプログラムによる自主的かつ簡便なアウト
プット指標の取得
ROAT の効果
・ 大規模機関の評価が高くなりがちな収録コン
テンツ数などの“インプット”中心の評価から，
利用度に基づく“アウトプット”による評価への
変換
・ 「利用されている」というプロモーション材料の
提供
・ コンテンツ収集方針の利用傾向に基づく検討
の実現
ROAT の進化
・ プログラムの制約で生じたログ分析の空白期
間への対応（済）
・ アップロード済ログ・ファイルの一覧機能（済）
・ 統計処理済データの書誌情報充実（済）
・ アクセス・ログの自動アップロード
・ 検索エンジンによるアクセスと推定されるもの
の抽出
・ 書誌情報の空白期間解消
ROAT の利用
・ URL: http://roat.LL.chiba-u.ac.jp/xoops/
・ 問合先: 
UsrCom とは？
・ 「次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
学術機関リポジトリ構築連携支援事業 平成
20-21年度委託事業 （領域2）」で提案の
「ユーザ・コミュニティ構築による持続可能な
システム改善の枠組みの形成」で構築中の
“機関リポジトリ・デモサイト”の仮称
・ 代表機関: 千葉大学 / 連携機関： 大阪大学, 
広島大学, 島根大学,  香川大学
UsrCom プロジェクト
・ 機関リポジトリ未設置機関が手軽にソフトウェ
アの操作を体験し，円滑な導入を計画できる
環境の構築
・ 機関リポジトリのソフトウェアの更新を計画す
る機関がソフトウェアを比較できる環境の構
築
・ 既存の情報交換の場に比べて“初歩”に特化
した情報交換の場の構築
UsrCom のソフトウェア
・ NetCommons2
・ DSpace 1.4.2
・ DSpace 1.5.2
・ E-Repository (無償版)
・ WEKO
・ XooNIps
UsrCom の利用
・ URL: http://usrcom.LL.chiba-u.ac.jp/usrcom/
・ 問合先: 
